スベリ マサツ オ ウケタ  ドウ ノ ケッショウリュウ ビサイカ ト ケッショウリュウカイ ノ ケイセイ by 大野, 誉洋
氏 名 大野誉洋
学 位 の 種 類 博 士 （工学）
学 位 記 番 号 第 5 5 2 6 号
学位授与年月日 平成2 2 年 3 月2 4 曰
学位授与の要件 学位規則第4 条第2 項
学 位 論 文 名 すべり摩擦を受けた銅の結晶粒微細化と結晶粒界の形成
論文審査委員 主 査 教 授 橋 本 敏  副 查 教 授 元 木 信 弥  
副 査 教 授 佐 藤 嘉 洋




ネリングコントラスト（E C C )法によって詳細に観測し、また形成される結晶粒界の幾何学的構造を 
解析することにより、摩擦による結晶粒微細化の過程を解明することを目的とする。
第 1 章は序論であり、摩擦の歴史とその表面層強化への応用例、強ひずみ加工による結晶粒微細化 
の手法、微細粒組織の観察や解析手法について解説し、ついで本研究の目的を述べた。
第 2 章ではピンオンディスク型摩擦摩耗試験機を用いて銅多結晶にすべり摩擦を与えた際に形成 
される微細粒組織の特徴について述べた。微視的組織は摩擦変形の影響の小さい深い位置から順に、 
直径が数! 程度の亜結晶粒からなるセル状組織、深さ方向の大きさが数p m の長軸状組織、そして 
摩擦面付近ではl|am以下の等軸状の微細結晶粒組織に分類できることをECC法により明らかにした。
第 3 章では(001)面を表面に持つ銅単結晶をすべり摩擦した際に形成される微視的組織について述 
ベた。（111)極点図を調査した結果、セル状組織の領域では単結晶の結晶方位を有していたが、長軸 
状組織の領域では摩擦面に平行かつ摩擦方向に垂直な軸回りに結晶が約1 5 °回転し、さらに摩擦面 
近傍では様々な方向に結晶が配向することを見出した。長軸状組織で見られた小角粒界の形成過程は 
摩擦面に平行、かつ摩擦方向に垂直な軸回りに結晶が回転する様相はひずみ勾配を調整するための 
Geometrically Necessary Dislocation Model(GN転位モデル)によって説明できることを明らかにした。 
さらにこの回転に伴って形成される小角粒界はG N転位の再配列によることを見出した。




第 5 章では前章で得られた結論を検証するため、摩擦方向に垂直な回転軸が[110]軸および[111]軸 
となるような単結晶の摩擦実験を行い、これらの軸を回転軸とした特定の対応粒界の頻度が極めて高 






第 6 章は結論であり、第 2 章から第5 章により得られた結果をまとめた。
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本研究は結晶学的方位を制御した銅の単結晶を用いることにより摩擦現象を単純化し、走査型電子 
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